
 

 

 

 

 

 

「感謝」と「自覚」 

校長 山内 清一 

令和３年、新しい年が始まりました。緊急事態宣言下での３学期のスタートです。生徒の

皆さんは新年を迎え、決意を新たにしているところかと思います。新型コロナウィルス感染

防止に努めながら、３学期も学校生活を充実したものにするために共に尽力していきたいと

考えています。 
さて、本校では１２月下旬に新型コロナウィルス感染者のために懸命に働いてくれている

病院関係者の方々に向けて、「感謝のメッセージカード」を送らせていただきました。メッ

セージを受け取った「東京都済生会向島病院」の院長先生から返事をいただいたのでご紹介

します。私達が今何をしなければならないのか改めて考えさせられます。「感謝の気持ち」

をもって、私達に出来ることをしっかり「自覚」し実行していきたいと思います。 
 

杉並区立神明中学校の皆様 

拝啓 

 初春の候、皆様におかれましてはいかがお過ごしでしょうか。 

 私は、東京都済生会向島病院 院長の塚田と申します。 

 この度は、たくさんの励ましと労わりのメッセージをお送り頂きありがとうございました。皆様のとても心温まるメッセージ

を読んで、職員一同、感動し、涙を流している人もたくさんいました。病院職員を代表しまして心より御礼を申し上げ

ます。 

 皆様方も大変な不安とストレス、不自由さの中で日々過ごされているとお察しいたします。この新しいウイルスは、

肺炎などの病気を引き起こすウイルスであり、不安や恐れという人の心を傷つけるウイルスであり、不安や恐怖から

「嫌悪・差別・偏見」を生み出すという人の弱さを明らかにするウイルスです。 

 どうぞ皆様、このようなウイルスに負けないでください。「正しく恐れよ」です。誰もが感染する可能性があります。

人からうつされる心配をするより、自分の方が感染していると考えて他の人にうつさないように心がけることの方がとても

大切であり、心も休まります。バランスの良い食事をとって、睡眠時間もたっぷり、手洗いをきちんと行って、人が集

まる時、話す時にはマスクを着けるなど、標準的な予防をすれば大丈夫です。 

 今、私たち一人一人の覚悟が試されています。私たちの行動は、必ずや後で振り返った時に誇りを持って自分

自身に語って聞かせることができる物語になると信じています。 

 これからも向島病院職員一同、皆様方の健康を守るため、少しでもお役に立てるように頑張ってまいります。 

 先行きが見通せない中、どうせなら不確実性を楽しみましょう。皆様もどうぞお元気でお過ごしください。ありがとう

ございました。 

敬具 

東京都済生会向島病院  

院長 塚田信廣 

 

 

神明中だより 
令和３年 １月１８日 
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杉並区立神明中学校 
杉並区南荻窪２－３７－２８ 

http://www.suginami‐school.ed.jp/shinmeichu/ 

教育目標 創造・鍛錬・共生   校訓 自主・自律 



生徒からのメッセージカード 
メッセージの一部を紹介します 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【２月の予定】 

   ６日（土） 土曜授業      １５日（月）理科出前授業（１） 

１２日（金） 新入生保護者説明会 ２０日（土）サタスタ１０～１２ 

１３日（土） 土曜授業      ２４日（木）～２６日（金） 

                           学年末考査  


